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　そして、混合ポリマー生成物は、高せん断装置（ＩＫＡモデルＤＲ２０００／２０）に
入る前に２１８℃まで加熱されることで融解されて空気及び蒸気と混合される供給原料と
して使用される。蒸気は実施例１における約５％の割合で、空気は７ｋｇ／ｃｍ２で供給
される。高せん断装置を通る流速は７．８ＭＴ／時である。高せん断装置からの流出物は
２１８℃に加熱され、そして揮発性成分を除去するために５８０ｍｍＨｇでフラッシュ蒸
発装置を通る。高せん断装置の後に位置する保持タンクは、粘度が低下し続ける約５分の
保持時間を有する。必要に応じて、高せん断装置を通過した後に、ポリマーは更なる粘度
低下のために高い温度及び／又は圧力で保持されても良い。得られるポリマーは表５に示
される以下の性質を有する。

【表５】
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